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肺 が ん 検 診 （ 地 域 ）

動　　　向

　平成２０年度における地域住民対象の巡回肺がん検

診の実施市町村は１１団体、受診者数６，８７０名で１，３４２

名増加した。増加した要因は、特定健康診断への項

目変更に伴い肺がん検診を実施した市町村が３町

あったためである。

　なお、一次検診を当協会で実施した後精密検査を

地域医師会にて実施している綾瀬市においては、

オープンダブルチェックを実施しており、一次検診

フィルムの比較読影のチェックのみならず各医師会

の精密機関へのデータ提供の利便を図っている。当

協会は各医師会の精密検査フィルム読影会に専門医

師・放射線技師・担当職員が参加して、フィルムの

比較等を行い一次検診の精度管理向上に努めている。

　１３年度より厚木市医師会においては、受診者の拡

大を目的として集団検診から施設医療機関で実施し

ている基本健康審査と肺がん検診の併用実施に移行

した。医療機関で直接撮影を実施し一次読影は施設

の医師が行い、二次読影を当協会の専門医師が行い

読影結果を実施機関にフィードバックしている。２０

年度の実施医療機関は、６６機関・読影数は１９，６７２件

１９年度より２，７２２件の減少となった。減少の要因は、

特定健診受診対象者変更と思われる。なお、フィル

ムの精度管理や精検結果把握のためカンファレン

ス・反省会が実施されている。

　平成２０年度厚木市同様に大和市より肺がんフィル

ム読影依頼があり、２，７２４名実施した。

方法と結果

　問診によるハイリスクグループの選別と胸部単純

Ｘ線撮影を施行している。ハイリスクグループには

喀痰の細胞診と胸部Ｘ線撮影は間接２方向（背腹－

側面右左）である。喀痰細胞診は複数日の蓄痰と酵

素融解法による変則ダブルチェック法である。Ｘ線

フィルムの読影は異時ダブルチェックを厳守してい

るが比較読影は読影医の判断に委ねていて全例には

行ない得ないのが現状である。読影による判定およ

びそれに対する指示は地元医師会の肺がん検診判定

会に戻されて医師会の判断により精検その他の指示

を行なうことになっている。細胞診の結果について

再検討はない。厚木市、綾瀬市においては当協会医

師、Ｘ線技師、業務部職員が判定会に参加して精検

結果について合同の判定を行なっている。

　地域においては職域と異なり前年度比２４％と増加

していて団体数にしても７団体から１１団体となって

いる。受診者数は６，８７０名である。男女比は１：１．５

と例年と変化はない。血痰を主訴とする受診者は２７

名０．４％でありハイリスクグループに選別された受

診者は８８３名で１２％。胸部Ｘ線撮影における精検者は

４．４％、３０２名であるがそのうち２６．２％７９名のみが受

診しているのは極めて低値であり検診の本質を危う

くするものといわざるを得ない。検診の受診の勧奨

は誰が、どうすべきなのだろうか。この解決策の一

つの鍵は次に述べることに含まれていると考えてい

る。即ち地域の肺がん検診の形態の一つとして平成

十三年から当協会で分担している厚木市のＸ線フィ

ルムの二次読影がある。それ迄は従来型の集団検診

であったがすでに上で述べているように受診者の大

きい増加は認められず年間５～６千名を推移してい

たが住民基本健診の一部に肺がん検診を取りいれた

ところ受診数は飛躍的に伸び受診対象者の５０％を占

めるようになった。このことは前述した精検率との

問題を直接解決するものではないが“主治医制”と

でもいうべきものが受診者にとって身近なものであ

ることを示していると思われる。本年度は昨年度に

比してやや減少しているが、この原因については特

定健診が実施されるようになったためも一因である

かも知れない。一次読影は厚木医師会員である医療

機関にて問診、Ｘ線検査の後担当医によって行われ、

その後、当協会にて二次読影を行なう。判定は肺が

ん集団検診の判定基準Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅによるが

肺以外の心、大血管などのＣ所見については言及し

ない。理由は肺がん又は肺疾患に直接関与していな

いものと考え、本検診が基本健診の一環であること

から当然、主治医機関でＸ線上での必要な所見を把

握し指導すべきものと考えているためである。本年

度の特徴はＡ判定即ちフィルム作成上の技術的な問

題が少なくなってきたことであり、このことはアナ

ログフィルムよりＤＲフィルムへの移行が関与して

いると思われる（表６、７、８）。ちなみにＤＲ撮影

は参加６０機関中約半数に近いが全体として未だ１００

件近くが“読影不能”である。

関係の集計表は８５頁に掲載


